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1. はじめに 

本報では、既往の研究 1)2)を参考に組積体(プリズム)の

圧縮、せん断試験を行い、組積体の特性の確認を行う。 

2.プリズム圧縮試験  

2.1 試験体・試験方法 

試験体一覧を表 1 に、試験体形状を図 1 に、試験方法

を図 2 に示す。ブロックの材料は 3 種類とし、各 3 体の

試験体を作製した。載荷にはアムスラー型万能試験機を

用い、測定項目は荷重と軸方向変形とした。軸方向変形

は、試験体上下面の載荷治具間および試験体上下端ブロ

ック間に取り付けた変位計により計 4点で測定した。 

2.2 試験結果と考察 

1)破壊性状 

破壊後の試験体例を図 3 に示す。ALC(50)、ALC(37)

では、最大荷重に到達する直前に数本の垂直方向のひ

び割れが壁面に確認され、最大荷重後にひび割れが増

加した。木口面のひび割れは、ブロックの内部鉄筋が

存在する位置と横溝端部に多く見られた。ALC(42)では

荷重が最大荷重の 2/3 程度のときに最初のひび割れが

壁面中央に数本確認された後、同様のひび割れが壁面

に新たに数本発生し、最大荷重に到達した。木口面の

ひび割れは、横溝のグラウト端部に多く見られた。 

2)応力度-ひずみ度関係 

 応力度-ひずみ度関係の代表値を図 4 に示す。ひずみ

度は試験体壁面に取り付けた変位計の値を、支点間距

離で除した値とした。一部の変位計取付部に破壊の進

行が及び、適切な値が得られなかったため、載荷治具

に取り付けた変位計の値を用いて補正した。圧縮応力

度は、荷重を試験体の全断面積で除した値とした。す

べての試験体で、応力度-ひずみ度関係は最大荷重まで

ほぼ線形を示した。最大荷重後は荷重が急激に低下する

が、ALC(50)、ALC(37)では、最大荷重の 2/3 程度で荷重

低下が緩やかになり、ALC(42)では、最大荷重の半分程度

で荷重低下が緩やかになった。ALC(50)、ALC(37)では ALC

ブロックに対する内部鉄筋による拘束効果が、耐荷重低

下性能に寄与したためと考えられる。 

3)圧縮強度・ヤング係数 

試験結果一覧を表 2 に示す。本構法ではブロック間に

シーリングを打設した後に充填材を打込むため、ブロッ

ク間にはわずかな隙間がある。応力は、試験体の全断面

ではなくブロックと充填材の接着面(有効面積)で伝達さ

れると考えられるため、最大荷重(Pmax)を有効面積で除し

た値を有効圧縮強度とした。各ヤング係数は、応力度-ひ

ずみ度関係の圧縮強度 1/3 の点と原点との割線剛性によ

り求めた。ひずみ度は、最大荷重時と荷重が最大荷重の

85%まで下がった点の値を求めた。 
 

表 1 試験体一覧 

 
 

表 2 圧縮試験結果一覧(平均) 

 
 

  

 

図 1 試験体形状 
ALC(50)・ALC(37) 図 2 試験方法 

図 3 破壊後の
試験体(ALC50) 

 

 
図 4 応力度-ひずみ度関係 

ALC(50) 250×250×750 有 床レベラーG

ALC(37) 250×250×750 有 エスセイバーH

ALC(42) 250×250×1000 無 エスセイバーH
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3.プリズムせん断試験 

3.1 試験体・試験方法 

試験体一覧を表 3 に、試験方法を図 5 に、せん断変形

の模式図を図 6 に、試験体形状を図 7 に示す。ブロック

の材料は 3 種類とし、各 3 体の試験体を作製した。載荷

にはアムスラー型万能試験機を用い、測定項目は、荷重

と試験体対角線方向の変形を表裏の 2面で測定した。 

3.2 試験結果と考察 

1)破壊性状 

 破壊後の試験体を図 8、図 9 に示す。すべての試験体

で、試験体の中央鉛直方向に、せん断ひずみ度 0.1%程度

でせん断ひび割れと見られるひび割れが発生した。その

後、ALC(50)、ALC(37)では、ひび割れの進展とともに新

たなひび割れも発生した。ALC(42)では、ひび割れ幅の拡

大が顕著であり、試験体を 2 分するように割裂した。

ALC(50)、ALC(37)では、ブロックの内部鉄筋がせん断補

強筋の役割をしたため、割裂を免れたと考えられる。 

2)せん断応力度-せん断ひずみ度関係 

 せん断応力度-せん断ひずみ度関係の代表値を図 10

に示す。せん断応力度は、荷重を試験体の垂直方向およ

び水平方向にベクトル分解し、水平方向の荷重を試験体

の全断面積で除した値とした。せん断ひずみ度は 2 つの

対角線ひずみから求められるそれぞれのせん断ひずみ度

γ1、γ2 の和より求めた。γ1、γ2 は式(1)、(2)より求め

る。 

γ
1
≅ tan γ

1
= (δ1 cos α+δ2 cos α ) (l1-δ1 sin α+δ2 sin α )⁄  (1) 

γ
2
≅ tan γ

2
= (δ1 sin α+δ2 sin α ) (l2-δ1 cos α+δ2 cos α )⁄  (2) 

すべての試験体で、応力度-ひずみ度関係は最大荷重

までほぼ直線を示した。最大荷重後、ALC(50)、ALC(37)

では荷重が徐々に低下しながら変形が進み、せん断ひず

み度 2.0%まで変形したが、ALC(42)では急激に荷重が低下

し、せん断ひずみ度 0.5%程度で中央鉛直方向に試験体を

2 分するせん断ひび割れが生じたため加力を中止した。 

3)せん断強度・せん断弾性係数 

試験結果一覧を表 4 に示す。各せん断弾性係数は、応

力度-ひずみ度関係のせん断強度 1/3 の点と原点との割線

剛性により求めた。圧縮試験と同様に、最大荷重(Pmax)を

有効面積で除した値を有効せん断強度とし、それに対応

した弾性係数を有効せん断弾性係数とした。 

4.まとめ 

1) 組積体の圧縮、せん断試験を行い、応力の伝達経路を

考慮した有効強度と剛性の考え方を示して値を得た。 

2) 内部鉄筋は、圧縮およびせん断力がブロックに作用

した場合において、最大荷重後の荷重低下とせん断

ひび割れ等損傷の抑制効果があった。 

 

表 3 試験体一覧 

 
 

表 4 せん断試験結果一覧(平均) 

 
 

  

α:試験体傾斜角 

𝛾1:鉛直方向の 

せん断変形角 

𝛾2:水平方向の 

せん断変形角 

𝛿1:対角線の変形量 

𝛿2:対角線の変形量 

𝑙1:試験体幅 

𝑙2:試験体高さ 

図 5 試験方法 図 6 せん断変形の模式図 
 

 
ALC(50)・ALC(37) ALC(42) 

図 7 試験体形状 
 

  
図 8 破壊後の試験体(ALC50) 図 9 破壊後の試験体(ALC42) 

 

 
図 10 せん断応力度-せん断ひずみ度関係 
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ALC(50) 750×250×750 有 床レベラーG
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幅×厚さ×高さ
(mm)

5

段数
内部
鉄筋

試験
体数

3

材料 充填材

全断面 有効 全断面 有効
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